
                                                

 

グリーンリボンデーの取組みに参画しました 

2026 年 10 月 23 日 

富田薬品株式会社 

 

富田薬品株式会社は、生命関連商品である医薬品を取り扱い、地域医療を支える医薬品卸とし

て、「グリーンリボンデー」の趣旨に賛同し、その取組みに参画しました 

 

当社では、様々な疾患や医療に関する理解促進・啓発の一環として、それぞれの啓発活動のシンボル

カラーによるライトアップに取り組んでいます。今回の「グリーンリボンデー」への参画も、こうした

取組みの一つです。 

10 月 16 日の「グリーンリボンデー」は、家族や大切な人と「移植」や「いのち」について話し合い、

お互いの臓器提供に関する意思を確認する日とされています。また、グリーンリボンキャンペーンは、

より多くのいのちが救われる社会の実現に向けて、移植医療への理解促進・普及・啓発を行う取組みで

す。 

公益財団法人熊本県移植医療推進財団では、2026 年 10 月 16 日のグリーンリボンデーを中心に「グリ

ーンライトアッププロジェクト 2026」を実施しています。熊本県内のランドマークや建物などを、移植

医療のシンボルカラーであるグリーンにライトアップし、移植医療や「いのち」について考えるきっか

けをつくる取組みです。 

 

グリーンリボンデーにあわせ、グリーンにライトアップした本社敷地内の桜の木 



 

 

当社もこの趣旨に賛同し、2026 年 10 月 15 日から 18 日までの 4日間、本社敷地内の桜の木をグリー

ンにライトアップしました。熊本県が公表する参加施設一覧にも「富田薬品株式会社 桜の木」として

掲載されています。 

グリーンの光には、ドナー（臓器提供者）への感謝とともに、移植を待つ方々や移植医療を支える医

療関係者へのエールが込められています。 

この取組みが、移植医療や臓器提供について知り、ご家族や大切な方と改めて「いのち」について考

え、話し合うきっかけとなれば幸いです。 

 

富田薬品株式会社は、これからも人々の生命と健康に関わる医薬品を取り扱う企業としての責任を大切

にし、医薬品の安定供給を通じて地域医療を支えるとともに、様々な疾患や医療に関する啓発活動を通

じて、医療・福祉への理解促進と持続可能な地域社会づくりに貢献してまいります。 


